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共
謀
罪
の
本
質
は
、
「犯
罪
を
行

う
こ
と
を
相
談
、
計
画
し
た
」と
い

う
だ
け
で
処
罰
を
す
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。 

政
府
は
、
資
金
準
備
な
ど
「
準
備
行
為
」

を
し
た
と
い
う
要
件
を
新
た

に
付
け
加
え
る
か
ら
「
相
談
、

計
画
」
だ
け
で
処
罰
を
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
と
説
明
し
ま
す
。

し
か
し
準
備
行
為
は
極
め
て

あ
い
ま
い
で
、相
談
参
加
者
の

１
人
が
「
準
備
」
を
す
れ
ば
適

用
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
他
の
「
参
加
者
」
に

と
っ
て
は「
準
備
行
為
を
し
な

く
て
も
犯
罪
と
さ
れ
る
」こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。「
組
織
的
犯
罪

に
限
定
さ
れ
て
い
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
そ

の
組
織
も
既
成
の
組

織
だ
け
で
な
く
、
そ

の
犯
罪
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
集
団
も
該

当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
に
で
も
拡

大
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
、
な
ん
の
限
定

に
も
な
ら
な
い
の
は
明
白
で
す
。 

 

《
近
著
『
科
学
者
は
戦
争
で
何
を
し
た
か

で
科
学
者
と
軍
事
の
関
係
を
取
り
上
げ
た
、 

益
川
敏
英 

・
名
古
屋
大
特
別
教
授
の
話
》 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
応
募
し
た
大
学
は
少

数
派
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
歯
止
め
が
き

い
て
い
る
と
感
じ
た
。
今
後
、
背
に
腹
は
代

え
ら
れ
な
い
と
応
募
す
る
例
が
増
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
平
和
な
今
の
う
ち
に
、
研

究
の
軍
事
利
用
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て

お
く
べ
き
だ
。
防
衛
省
の
公
募
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
軍
事
利
用
の
色
合
い
は
薄
い
が
、

そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
濃
く
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。
研
究
者
は
心
の
中
に
警
戒
心
を
持
っ

て
い
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

トランプ新政権の「米国第一」と安倍政権の「日米同盟第一」 
は最悪の組み合わせ、2月のトランプ・安倍会談は止められないのか⁈ 

今年も「安倍政権早期退陣‼」の“たたかい”は休めません。 
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高江へ行ってきました。 沖縄の方に

この先にカミソリがついた鉄条網が

あるから見てきてと言われました。こ

んな鉄条網を張り巡らして、自然も人

間の尊厳も破壊されています。 

「仮
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
日
本
に
防
衛
上
の

負
担
を
求
め
て
き
た
時
、
真
剣
な
検
討
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。
」 

（
片
山
虎
之
介
維
新
共
同
代
表
） 

 
 

「わ
が
国
と
し
て
も
防
衛
力
を
強
化
し
、
自
ら
が

果
た
し
え
る
役
割
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
」 

（安
倍
晋
三
氏
） 

 
こ
れ
ま
で
の
国
会
論
戦
で
も
、
安

倍
首
相
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治

安
部
隊
を
訓
練
・
支
援
す
る
「
確
固

た
る
支
援
（
Ｒ
Ｓ
）
任
務
」
へ
の
参

加
や
、
過
激
組
織
Ｉ
Ｓ
に
対
す
る
軍

事
作
戦
へ
の
兵
站
（
へ
い
た
ん
）
支

援
が
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
に
よ
っ

て
法
律
上
は
可
能
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
「
仮
に
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
、
こ
れ
ら
の
軍
事
活

動
へ
の
自
衛
隊
の
参
加
を
求
め
て
き

た
と
き
に
、『
日
米
同
盟
第
一
』
の
立

場
で
は
、
参
加
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
在
日
米
軍
駐
留
経

費
の
問
題
や
、
沖
縄
を
は
じ
め
と
す

る
在
日
米
軍
基
地
の
問
題
で
も
、
２

５
日
の
答
弁
の
線
で
、
い
っ
そ
う
の

負
担
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
危
険
が
あ

り
ま
す 

安
倍
政
権
が
、
ひ
た
す
ら
、
「中
国
封
じ

込
め
」に
こ
だ
わ
っ
て
強
行
し
た
「Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
が

大
き
な
危
機
を
呼
び
込
み
ま
す
。 

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２

３
日
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か
ら
「
永
久
に

離
脱
す
る
」
と
し
た
大
統
領

令
に
署
名
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
米
国
が
批
准
し
な
け
れ

ば
発
効
せ
ず
、
現
状
の
ま
ま

の
協
定
で
は
実
現
不
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
「
米
国
第
一
」

主
義
に
沿
っ
た
２
国
間
の
貿

易
交
渉
、
他
国
の
「
不
公
正

な
貿
易
」
是
正
に
政
策
の
軸

足
を
移
し
ま
す
。 

安
倍
晋
三
政
権
が
強
く
求

め
て
き
た
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
は
、
同
日
の
大
統
領
令
に

よ
っ
て
完
全
に
消
滅
し
た
形

で
す
。
し
か
し
安
倍
政
権
が

昨
年
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
関
連

法
を
強
行
採
決
し
た
こ
と

は
、
米
国
側
か
ら
の
い
っ
そ

う
の
譲
歩
を
迫
ら
れ
る
条
件

を
つ
く
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
農
産
物
な
ど
の
関
税
撤

廃
や
食
の
安
全
、
医
療
、
雇

用
、
政
府
調
達
、
知
的
財
産

権
な
ど
の
非
関
税
障
壁
撤

廃
、
投
資
家
対
国
家
紛
争
解

決
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
条
項
な
ど
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
や
そ
の
交
渉
過

程
で
米
国
に
譲
歩
し
た
内
容

が
日
本
の
「
国
際
公
約
」
と

み
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
さ

ら
な
る
譲
歩
を
迫
ら
れ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。 

年金カット法、カジノ法などを次々強行したことに続き、人権
を侵す危険な共謀罪法案の４度目となる国会提出を行い、な
んとしても成立させようとする。安倍政権の強権・暴走姿勢は
あまりに異常です。年金は法案の施行（‘21年）を待たずに来年度削減‼ 

 

 

 

小型無人機やサイバー攻撃対策など軍

事技術への応用が可能な基礎研究に研

究費を支給する防衛省の初の公募に、東

京工業大や岡山大など少なくとも１６大

学が応募した 

 こんな状況なのに安

倍内閣支持が６７％の

世論調査結果 
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教育現場をダメにする「人事考課制度」を廃止して、 
全ての教職員が専門家として育てる研修体系の確立を‼ 

 

     
 

     

         

 

 

教
室
の
「
荒
れ
」
を
苦
に
、
離
職

さ
れ
た
り
、
休
職
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
形
で
の

パ
ワ
ハ
ラ
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
も
、
業
績
評
価
と
し
て
、
教

育
の
結
果
を
個
人
の
責
任
に
の
み

押
し
つ
け
る
体
制
が
影
響
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

「
荒
れ
」
を
一
人
で
背
負
っ
て
し

ま
う
。
周
り
も
教
師
個
人
の
能
力
と

し
て
、
知
ら
ず
、
知
ら
ず
批
判
的
に

み
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
風
潮
が
蔓

延
す
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

    

                   

            

                    

＜青年部パワハラアンケート記述内容より＞ 

〇同じ年の同僚には注意いないことでも自分だけ注意さ

れる。ミスをした時に「信じられない」「○○さんは出来

ている」「教師としてダメ」など叱責されたり、相談しに

行くとその日の機嫌によって 対応がちがう。        

〇初任研レポートや学級だより、学年だより作成の際、中

身とは関係のないレイアウトのことで何 回もやり直し

をさせられた。気分で怒られることが何度もあった。 

〇５・６年生の宿泊行事の着校日が休日だったにもかかわ

らず、お迎えのために学校に来るのが当たり前のように言

われて毎年出勤している。振替などはない。 

〇足立区にいた際、放課後補習について、学校の状況とあ

まりに合わないことを指摘したところ、 ア・イ・カのよ

うな行為を受けた。 

〇時間外に自分が入院中の病院に呼んで話をしていた（他

の人を呼んで） 

〇異動の書類に「異動を希望しない」にチェックをつけた

が、それを「必要があれば異動を希望する」に変更させら

れた。 

〇「いるかいないかわからない」「いてもいなくても変わ

らない」と言われた。また、自分が受けた 指導とやって

いることが違う。路上で長時間、叱責されていた初任者が

いた。 

〇職員室内で「資料はまだか？」と怒鳴られた。同じこと

を何度も聞いてくるので困っている。 

 

「
人
事
考
課
」
で
生
ま
れ
る
給
与
格
差
は 

想
像
以
上
に
大
き
い
‼ 

以
下
の
表
は
連
続
し
て
Ａ
評
価

と
Ｃ
評
価
を
受
け
た
人
の
給
与
表

上
で
の
差
額
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
も
の
で
す
。 

２
級
１
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
の
で
、
実
際
は
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
の
調
査
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
主
任
（
３
級
）
主
幹
（
４
級
）

と
い
う
要
素
も
加
わ
り
ま
す
の

で
、
同
一
年
齢
・
職
歴
の
の
な
か

で
の
格
差
は
相
当
な
も
の
と

想
像
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
ボ
ー
ナ
ス
時
の
勤
勉
手

当
で
も
差
が
生
ま
れ
ま
す
（
エ

教
組
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
。
１
３
参

照
）
の
で
、「
人
事
考
課
」
に

よ
る
私
た
ち
の
生
活
に
対
す

る
影
響
は
か
な
り
大
き
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
で

き
ま
す
。 

※Ａ評価は６号、Ｂは５号、Ｃは４号アップです。それが、毎年繰り返されると

いう設定で試算しています。 

学校から協力共

同の雰囲気が失

われている様子

がみてとれます。 

「子どもたちが楽しく伸び伸びと学ぶことのできる学校づくり」のために 
どうすれば良いか。江教組はこう考えます‼ 

「職員の毎年の勤務成績を適切に評価し、それを給与に的確に反映させることにより、職

員の士気を高め、能力を引き出すことを目的として実施する」 

という教育委員会の成績率導入の目的は適切ではなく、逆に学校現場に逆に大きなダメー

ジを与えています。「人事考課制度」廃止を求めると共に 

☆『同僚性の構築（一人残らず教師が専門家として成長できる学校を築くことにある。

この目的を達成するためには、全ての教師が同僚に授業を公開することと、授業協議会を

通じて教師が学び合う同僚性を校内に築くことが必要である。佐藤学著「学校を改革する」

より）』をめざす学校づくりを提起していきます。 

☆当面、「業績評価本人開示」に取り組み、その矛盾を明らかにしていきましょう。 

開示・申告期間 
事務・栄養士 １月１６～２０日 
教員     ２月下旬 
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